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患者ニードの把握にも用いられる。  

活動(Activities)とは課題や行為の個

人による遂行のことを指し、活動制限とは

個人が活動を行う際に生じる難しさを表

す。参加(Participation)とは生活・人生

場面への関わりのことを指し、参加制約と

は個人が何らかの生活・人生場面に関わる

ときに経験する難しさを表す。活動と参加

では全ての生活・人生領域をカバーする。

個人の完全な能力を評価するためには、異

なる環境が個人の能力に対して持つ様々

な影響を中立化させるよう標準化された

環境を持つことが必要となるため、能力は

環境により調整された個人の能力を反映

する。制約や制限は観察されている実行状

況と期待されている実行状況との乖離を

示す。同じ規範が能力の評価点についても

用いられており実行状況を改善するため

に個人の環境に対して何をなすべきかに

ついて推測することができる。実行状況は

個人に機能障害がない場合でも社会環境

が原因となって問題が生じる場合もある。

例えば、HIV 陽性者や、ある病気になりや

すい遺伝的素因をもつ人が、機能障害がな

く十分に働く能力があっても差別や偏見

のためにサービスの利用を拒否され働く

ことができない場合である。 

環境因子(Environmental Factors)とは

心身機能、身体構造、活動、参加といった

全ての構成要素と相互に影響を及ぼす。環

境因子には家族や職場、学校などの場面を

含む個人が直接接触するような物質的環

境や家族や知人、よく知らない人等の他者

との直接的な接触を含む個人的環境因子

と、コミュニティーや社会における社会構

造、サービス、制度、就労環境、地域活動、

政府機関、交通サービス、法律等の社会的

環境因子に分けられる。 

個人因子(Personal Factors)とは個人の

人生や生活の特別な背景であり健康状態

や性別、人種、年齢、体力、ライフスタイ

ル、習慣、生育歴、社会的背景、教育歴、

職業、これまでの経験、性格、個人の心理

的資質、その他の特質等が含まれ、社会経

済的特徴のために現環境での課題遂行に

おいて制約を受ける場合がある。個人因子

は背景因子の構成要素ではあるが、社会

的・文化的に大きな相違があるために ICF

では分類されていない。 

 

B.ICF の活用 

 ICF は幅広い分野の人々が障害や疾病の

状態について共通理解をもつためのツー

ルとして活用することができる。たとえば

医療分野においては、入院中の患者が退院

する際に患者が退院後の社会生活の中て

に何を望んでいるか、今後何を必要として

いるかを描出する手段として ICF は有効

なツールとなり得る。病院退院後の患者の

生活において退院調整等に必要な患者の

問題点を領域ごとで階層的にリストアッ

プし、コード化された評価点を記載がで

きるシステムを構築することで個々の問

題点を正しく抽出することが可能となる。

しかし、臨床場面において日常的に１４０

０以上の項目を分類することは現実的で

はない。このため様々な疾患や障害別、限

定された場面や年代別等といったコアセ

ット・コードセットの作成が必要となる。

各領域の専門家による障害を特定したコ

ア・セットを種別毎に開発していくことの

必要性がありコアセット・コードセット
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の作成によりICFのコード検索や構造の把

握・内容の理解や臨床場面での実用的な活

用範囲の拡大が期待されている。 
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